
２
）
の
活
字
に
注
目
し
て
み
る
と
、

連
字
や
縮
約
形
な
ど
独
特
な
活
字

形
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
原

稿
と
な
っ
た
写
本
の
文
字
の
形
を

そ
の
ま
ま
活
字
に
し
よ
う
と
し
た

た
め
で
す
。
例
え
ば
「
グ
ー
テ
ン

ベ
ル
ク
聖
書
」
で
は
、
約
三
〇
〇

種
の
活
字
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

印
刷
者
ご
と
に
様
々
な
活
字
が
使

用
さ
れ
た
た
め
、
活
字
も
ま
た
印

刷
者
を
同
定
す
る
手
が
か
り
と
な

り
ま
す
。

ペ
ー
ジ
の
右
下
に
あ
る
「
Ａ
２
」
と
い
う
記
号
は
、「
折
丁
記
号 

signature

」
と
い
う
も
の
で
す
。
印
刷
本
は
一
枚
の
紙
を
折
り
た
た
ん

だ
「
折
丁quire

」
を
い
く
つ
も
重
ね
て
糸
で
か
が
る
こ
と
で
出
来
上

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
折
丁
を
折
る
時
に
、
正
し
い
順
番
で
折
り
た
た

め
る
よ
う
に
つ
け
ら
れ
た
の
が
折
丁
記
号
な
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
本

に
ペ
ー
ジ
付
を
印
刷
す
る
こ
と
は
一
六
世
紀
後
半
に
定
着
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
書
で
は
両
方
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
度
は
装
丁 

（
図
３
）
を
見
て
み
る
と
、
子
牛
の
革 

（
ヴ
ェ
ラ
ム
）

で
で
き
た
薄
い
表
紙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
革
ひ
も
が
本
の
表
面

に
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
革
ひ
も
は
、
折
丁
を
固
定
す
る
た
め
に
つ

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

形
の
装
丁
は
「
リ
ン
プ
装
」
と
よ

ば
れ
、
一
六
世
紀
に
入
っ
て
登
場

し
た
新
し
い
製
本
の
方
式
で
す
。
ま

た
、
革
ひ
も
の
反
対
側
に
も
穴
が

開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
が

開
い
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
た
め
、
別

の
ひ
も
を
通
し
て
結
ん
で
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

西
洋
古
典
籍
を
も
っ
と
知
る
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

西
洋
古
典
籍
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
興
味
が
わ
い
た
方
に
は
、
次
の
本
が
お
す
す

め
で
す
。
も
ち
ろ
ん
東
京
外
国
語
大
学
附
属
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

西
洋
古
典
籍
の
世
界

布
野
真
秀
　
上
村
千
尋

西
洋
古
典
籍
に
つ
い
て

二
〇
〇
四
年
の
映
画
『
デ
イ
・
ア
フ
タ
ー
・
ト
ゥ
モ
ロ
ー
』
に
、
図

書
館
に
避
難
し
た
主
人
公
た
ち
が
寒
さ
を
凌
ぐ
た
め
本
を
燃
や
す
シ
ー

ン
が
あ
り
ま
す
。
次
々
に
燃
や
さ
れ
る
本
の
中
で
唯
一
難
を
逃
れ
た
の

が
「
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
」
で
し
た
。
中
世
以
来
、
本
と
い
え
ば
手

書
き
で
一
冊
一
冊
書
き
写
し
た
「
写
本
」
だ
っ
た
中
、「
グ
ー
テ
ン
ベ

ル
ク
聖
書
」
に
始
ま
る
活
版
印
刷
術
が
一
五
世
紀
に
登
場
し
た
こ
と
は
、

ま
さ
に
画
期
的
な
で
き
ご
と
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

西
洋
古
典
籍
と
は
、
一
八
、一
九
世
紀
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
作
ら

れ
た
本
の
こ
と
で
す
。
な
か
で
も
活
版
印
刷
術
の
登
場
か
ら
一
五
〇
〇

年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
印
刷
さ
れ
た
初
期
の
活
版
印
刷
本
は
「
イ
ン

キ
ュ
ナ
ブ
ラ incunabula

」、
ま
た
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
時
代
か
ら
一
八
世

紀
ま
で
の
手
作
業
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
は「
手
引
き
印
刷
本hand press 

book

」
と
よ
ば
れ
、
世
界
的
に
も
貴
重
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
外
国
語
大
学
に
あ
る
西
洋
古
典
籍

そ
れ
で
は
、
東
京
外
国
語
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
西
洋
古
典
籍
の

う
ち
『D

e republica Atheniensium

』（V/231/2

） 

を
例
に
し
て
、

そ
の
特
徴
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

『D
e republica Atheniensium

』
は
、Carlo Sigonio

と
い
う
イ
タ

リ
ア
の
人
文
学
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
歴
史
書
で
、
一
五
六
五
年
に
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ 

（
図
１
）
に
は
、
著
者
名
等
の
出
版
情
報
と
一
緒

に
「
プ
リ
ン
タ
ー
ズ
・
マ
ー
ク Printer's D

evice

」
と
い
う
印
刷
所

の
商
標
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
印
刷
者
に
よ

っ
て
異
な
り
、
本
の
出
版
地
や

出
版
年
を
知
る
手
が
か
り
に
な

り
ま
す
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン 

（
蛇
・

雲
・
手
） 

を
一
六
世
紀
に
イ
タ

リ
ア
で
刊
行
さ
れ
た
本
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「Edit16 

（http://edit16.
iccu.sbn.it/

）」
で
調
べ
て
み
る
と
、V

incenzo Valgrisi

と
い
う
印

刷
者
が
使
っ
て
い
た
マ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
が
登
場
す
る
の
は
一
六
世
紀
か
ら
で
、
そ
れ
以
前

に
は
、
出
版
情
報
は
「
コ
ロ
フ
ォ
ン colophon

」
と
い
う
本
の
最
後

の
ペ
ー
ジ
に
書
か
れ
る
か
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
プ
リ
ン
タ
ー
ズ
・
マ
ー
ク
に
よ
っ
て
出
版
情
報

を
特
定
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

ま
た
西
洋
古
典
籍
は
写
本
を
模
し
た
も
の
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
た
め
、現
代
の
図
書
と
違
う
様
々
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。本
文 

（
図

・ 

ア
リ
ソ
ン
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
『
本
を
愛
し
す
ぎ
た
男
─
─
本

泥
棒
と
古
書
店
探
偵
と
愛
書
狂
』
築
地
誠
子
訳
、
原
書
房
、
二
〇
一
三
年

・ 

戸
叶
勝
也
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
出
版
文
化
史
』
朗
文
堂
、
二
〇
〇
四
年

・ 

貴
田
庄
『
西
洋
の
書
物
工
房
─
─
ロ
ゼ
ッ
タ
・
ス
ト
ー
ン
か
ら
モ
ロ
ッ
コ

革
の
本
ま
で
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
四
年

・ 

ジ
ュ
ゼ
ッ
プ
・
カ
ン
ブ
ラ
ス
『
西
洋
製
本
図
鑑
』
市
川
恵
里
訳
、
雄
松
堂

出
版
、
二
〇
〇
八
年

図 1  タイトルページ

「ē」のように母音の上に「-」が付
いた形は、後ろにmまたはnが省
略されたことを意味します

よく見ると、革ひもに
折丁が固定されて
いるのがわかります

図3  表紙と表紙裏

図 2  本文 1 ページ目

折丁記号

（
学
術
情
報
課
）
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